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風のテクノロジーを環境・産業へ

運搬機製造工場の実施施工例
■１．背景・考え方・テーマ

■２．従来型システム

■３．今回採用システム

■６．システムに採用された製品
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”物”を作るには、品質管理に重点を置く事が当たり前に成っている様に、作業環境管理に付いても
品質管理と同じ様に考える事が求められています。
つまり、製品の品質を維持する為の努力がなされていると併せて、作業環境を良い状態に保つ努力の
必要性が高まっています。

従来の大型機械加工工場では自然換気や排気
だけを行う換気が一般的になっています。
その換気では室内が負圧になるため、排出した
空気が再び流入してきたり、自然通風の風向き
によっては能力が極端に低下する場合があります。

１．外壁の低い位置から外気を取り入れ、外壁の高い位置から排出する事によって工場内全域で下から
上への気流を作ります。
（１）取り入れ外気は、ショートサーキットしてすぐに排出されない様に下向きに吹き出します。
（２）夏期工場内温度４０℃とすれば、３３℃程度の外気は、比重差によってすぐには上昇せず床面に

沿って広がり、暖まった段階で少しずつ上昇していきます。外気は連続して入ってくる為、少し暖まった
外気を上へ押し上げるように広がって行き、全体として全域で下から上への気流を作りだします。

（３）冬季の場合も工場内温度より低い外気を導入する事によって、夏期と同じ容量で下から上への気流を
つくりだします。

２．工場中央部に設置したAFファンによって下から上への気流をさらに誘引します。
３．上昇気流に導かれて、発生した溶接ヒュームはクレーン上部まで上昇します。
４．AFファンによって、ヒュームを全体的に両端の排気ファンの方に送り込み外部へ排出します。

１
４

ｍ

１７m １７m

１
４

m

ヒューム発生源

ヒューム発生源

クレーンクレーン クレーン




